
「
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド
」の
価
値
向
上
と 

人
材
の
育
成
・
確
保
に
向
け
て

　

北
海
道
が
他
の
地
域
と
同
様
に
抱
え
る
大
き
な
課

題
は
、
や
は
り
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
で
あ
ろ
う
。

特
に
北
海
道
は
、
全
国
よ
り
10
年
程
早
く
人
口
減
少

に
転
じ
て
お
り
、
現
在
も
全
国
よ
り
速
い
ス
ピ
ー
ド

で
進
展
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
で
は
、
労
働
力
不
足
の
深
刻
化
や
経
済
の
大
幅

な
縮
小
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
課
題
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
ポ
ス
ト
／
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
の
時
代
に
北
海
道
が
持
続
的
に
成
長
し
て
い
く
た

め
に
は
、
道
内
の
産
業
が
付
加
価
値
を
生
み
出
し
、

北
海
道
経
営
者
協
議
会
会
長
／
伊
藤
組
会
長

高たかい
井 

修おさむ

高
め
て
い
く
「
稼
ぐ
力
」
を
付
け
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
北
海
道
の
強
み
を
活
か
し
た
「
北

海
道
ブ
ラ
ン
ド
」
の
価
値
向
上
に
引
き
続
き
取
り
組

む
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
積
極
的
活
用
に
よ

る
生
産
性
の
飛
躍
的
向
上
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
創
出
を
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
特
に
食
と
観
光
を
中
心
に
北
海
道
ブ
ラ

ン
ド
の
価
値
を
高
め
、
国
内
外
の
需
要
を
取
り
込
む

こ
と
、
価
値
を
創
造
す
る
未
来
社
会Society 5.0

を

早
期
に
実
現
す
る
こ
と
、
そ
し
て
多
様
な
人
々
が
想

像
・
創
造
力
を
発
揮
出
来
る
環
境
整
備
と
北
海
道
の

未
来
を
担
う
人
材
を
育
成
・
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

北
海
道
経
済
連
合
会（
道＊

経
連
）で
は
、
２
０
１
９

年
に
「
人
手
不
足
対
策
に
向
け
た
労
働
力
需
給
調

査
」
を
実
施
し
、
実
質
道
内
総
生
産
を
２
０
１
５
年

の
水
準
で
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
に
試
算
し
た
と
こ

ろ
、
道
内
の
労
働
力
は
、
２
０
３
０
年
に
26
万
人
分

不
足
す
る
と
の
労
働
市
場
分
析
を
発
表
し
た
。
そ
の

対
策
と
し
て
、
①
就
業
者
数
の
増
加
に
よ
る
量
的
対

策
、
②
１
人
当
た
り
の
労
働
生
産
性
向
上
に
よ
る
質

的
対
策
を
提
言
し
た
。
前
者
で
は
、
札
幌
・
旭
川
・

函
館
な
ど
道
内
６
都
市
で
の
女
性
や
高
齢
者
等
の
就

業
率
向
上
に
よ
っ
て
17
万
人
分
の
就
業
者
数
の
増
加

が
可
能
と
試
算
し
、
後
者
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等

２
０
２
１
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
向
け
て

─
地
方
の
視
点
か
ら
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に
よ
る
生
産
性
向
上
に
よ
り
就
業
者
１
人
当
た
り
の

労
働
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
で
約
９
万
人
分
を
補
う

必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

現
在
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
長
期
化
で
密
か
ら
疎
、

集
中
か
ら
分
散
、
東
京
一
極
集
中
の
是
正
の
機
運
が

こ
れ
ま
で
に
な
く
高
ま
っ
て
い
る
。
自
然
豊
か
で
開

放
的
な
「
恵
ま
れ
た
疎
」
を
持
つ
北
海
道
に
と
っ
て

は
、
企
業
移
転
や
移
住
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

企
業
や
人
を
北
海
道
に
呼
び
込
む
絶
好
の
機
会
が
訪

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
契
機
に
こ
れ
ま
で
弱
点
と
さ
れ

て
き
た
広
域
分
散
・
積
雪
寒
冷
と
い
っ
た
地
域
特
性

を
強
み
に
変
え
、
北
海
道
独
自
の
特
色
を
活
か
し
て

他
地
域
と
の
差
別
化
を
図
り
、
国
内
外
か
ら
選
ば
れ

る
北
海
道
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
０
２
１
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
向
け
て

　

さ
て
、
２
０
２
０
年
の
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に

お
け
る
賃
上
げ
結
果
を
振
り
返
る
と
、
２
０
０
８
年

秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
調
査
以
来
、
対
前
年

比
で
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
ま
た
、
全
面
的

に
影
響
を
受
け
た
と
は
言
え
な
い
が
、
業
種
に
か
か

わ
ら
ず
妥
結
時
期
が
遅
く
な
っ
た
企
業
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ

れ
る
。

　

近
年
、
同
業
種
の
企
業
間
で
も
経
営
環
境
等
に
差

が
生
じ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
、
そ
の
傾
向
に
拍
車
が
か
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
が

激
変
し
て
い
る
中
で
は
、
や
は
り
賃
金
決
定
の
大
原

則
に
基
づ
き
、
自
社
の
状
況
に
適
し
た
賃
金
決
定
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
賃
金
は
、
経
済
・
景

気
・
物
価
の
動
向
な
ど
様
々
な
外
的
要
素
と
、
企
業

業
績
や
労
務
構
成
の
変
化
な
ど
の
内
的
要
素
を
総
合

的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
適
切
な
総
額
人
件
費
管
理
の

も
と
、
自
社
の
支
払
い
能
力
を
踏
ま
え
、
労
使
協
議

を
経
た
う
え
で
企
業
が
決
定
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。

　

ま
た
、
総
合
的
な
処
遇
改
善
に
つ
い
て
も
、
競
争

力
強
化
を
目
標
に
働
き
手
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

向
上
さ
せ
る
施
策
を
重
点
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
企
業
が
テ
レ
ワ

ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
「
場
所
と
時
間
に
と
ら
わ
れ

な
い
働
き
方
」
を
実
践
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ

の
結
果
に
つ
い
て
も
労
使
で
十
分
に
検
証
し
、
議
論

を
重
ね
て
自
社
に
適
し
た
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
も

当
面
必
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

２
０
２
１
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
関
し
て
も
良

好
な
信
頼
関
係
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
緊
張
感
の
あ

る
労
使
関
係
を
前
提
に
自
社
の
経
営
状
況
を
多
面
的

に
見
極
め
つ
つ
、
冷
静
か
つ
真
摯
な
議
論
を
尽
く
し

て
結
論
に
導
く
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

＊  

北
海
道
経
営
者
協
議
会
の
設
立
経
緯
等
に
つ
い
て

　

２
０
１
２
年
10
月
１
日
に
北
海
道
経
営
者
協
会（
以

下
、
道
経
協
）と
北
海
道
経
済
連
合
会（
以
下
、
道
経

連
）は
、
当
時
の
ト
ッ
プ
同
士
に
よ
る
話
し
合
い
の
結

果
、
産
業
振
興
政
策
と
雇
用
労
働
政
策
に
一
体
と
し
て

取
り
組
み
、
機
能
的
か
つ
高
度
な
経
済
団
体
活
動
を
実

践
す
る
こ
と
を
目
的
に
統
合
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
道
経

協
は
解
散
し
、
道
経
連
が
当
該
事
業
を
全
て
継
承
し
た
。

　

統
合
後
は
、
道
経
連
に
労
働
政
策
局
を
新
設
し
、
道

経
協
の
事
務
局
員
が
移
籍
し
た
。
さ
ら
に
労
働
政
策
委

員
会
を
設
置
し
て
、
労
働
政
策
に
関
す
る
総
合
的
な
検

討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
一
方
、
経
団
連
の
特
別
会
員

で
あ
る
道
経
連
は
、
労
働
政
策
に
関
わ
る
正
会
員
と
し

て
の
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
北
海
道
経
営
者
協
議
会

（
以
下
、
協
議
会
）を
新
た
に
設
立
す
る
と
と
も
に
、
人

事
労
務
部
長
級
を
構
成
員
と
し
た
労
働
政
策
幹
事
会
を

実
務
部
隊
と
し
て
組
織
し
た
。

　

協
議
会
は
、
会
長
、
事
務
局
長
、
事
務
局
の
ほ
か
、

函
館
・
旭
川
・
釧
路
の
地
区
経
営
者
協
会
の
代
表
を
含

め
た
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
道
経
連
副
会

長
で
あ
る
私
は
、
労
働
政
策
委
員
会
の
委
員
長
を
兼
任

し
て
、
道
経
連
に
お
け
る
産
業
振
興
・
地
域
政
策
分
野

の
諸
活
動
と
の
連
携
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
協

議
会
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
経
団
連
地
方
団
体
長
会
お

よ
び
地
方
団
体
連
絡
協
議
会
等
に
お
け
る
北
海
道
ブ
ロ

ッ
ク
を
代
表
す
る
使
用
者
団
体
と
し
て
、
そ
の
一
翼
を

担
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
そ
の
役
割
と
責
任
を
全
う
す

る
所
存
で
あ
る
。
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